


　

長
浜
の
未
来
を
築
き
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
創
っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
は
、
ま
さ
に
地
域
の
「
宝
」

で
あ
り
、
地
域
を
担
う
大
切
な
人

材
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
は
、
ま
ち

の
未
来
そ
の
も
の
。
だ
か
ら
、
私

た
ち
市
民
が
一
緒
に
子
育
て
を
支

え
て
い
け
ば
、
ま
ち
は
ど
ん
ど
ん

元
気
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
や
子
育
て
を
め
ぐ
る
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
今
、
子

育
て
家
庭
の
支
え
と
な
る
仕
組
み

を
、
地
域
ぐ
る
み
で
創
っ
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
笑
顔
に
な
れ

る
の
が
、
長
浜
が
考
え
る
子
育
て

支
援
な
の
で
す
。

子
ど
も
の
可
能
性
を

伸
ば
す
ま
ち

　

長
浜
の
子
育
て
支
援
は
、
保

護
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
も
応
援
し
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

「
長
浜
な
ら
で
は
の
教
育
」
に

着
目
し
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が

可
能
性
を
広
げ
笑
顔
に
な
れ
る

よ
う
、
未
来
へ
向
け
た
取
組
も

す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
長
浜
が
め
ざ
し
て
い

る
の
は
、
若
者
に
選
ば
れ
る
ま

ち
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
市
民
全
員
で

喜
び
合
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
誰

も
が
住
み
よ
い
ま
ち
。

　

今
号
で
は
、
長
浜
だ・

か・

ら・

で

き
る
新
し
い
子
育
て
支
援
を
特

集
し
ま
す
。

新
子
育
て
支
援

元
気
な
長
浜
を
創
る

「
イ
ク
マ
チ
宣
言
」

Challenge&Creation
「挑戦と創造」は、「新たな
感性を生かし みんなで未来
を創るまち 長浜」を実現す
るための合言葉です。
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み
ん
な
で
子
育
て

―
「
笑
顔
で
子
育
て
」
に
つ
な
が
る
強
い
味
方 

―

　

自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
が
子
育
て
。
疑
問
や

不
安
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
の
が
楽
し
い
子
育
て
の
秘

訣
な
ん
で
す
。
マ
マ
や
パ
パ
が
笑
顔
で
子
育
て
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
で
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
愛
し
て

や
ま
な
い
マ
マ
や
パ
パ

も
、
子
育
て
奮
闘
中
に
は

い
ろ
ん
な
ス
ト
レ
ス
が
…
。

ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き

の
一
時
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
ひ
と
息
入
れ
る
と
、

楽
し
く
子
育
て
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

―
出
産
準
備
は
こ
れ

で
大
丈
夫
？

―
近
く
で
幼
児
が
遊

べ
る
と
こ
ろ
は
？

　

妊
娠
期
か
ら
出
産

後
、
子
育
て
中
に
は

た
く
さ
ん
の
疑
問
や

不
安
が
出
て
く
る
も

の
。
自
分
ひ
と
り
で

は
心
配
な
時
、
誰
か

に
聞
い
て
ほ
し
い
時

は
、「
子
育
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す

る
保
健
師
が
、
ど
ん
な
不
安
に

も
親
身
に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

問
健
康
推
進
課

　
（
☎
６
５

－

７
７
５
１
）

―
子
ど
も
が
急
な
病
気
！
で
も
仕
事
を

休
め
な
い
…

―
少
し
良
く
な
っ
た
け
ど
、
ま
だ
集
団

保
育
は
無
理
か
な
…

　

急
病
や
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を

一
時
的
に
預
か
り
、
保
護
者
の
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
保
育
士
や
看
護
師
が
、

医
師
と
連
携
し
て
保
育
を
行
い
ま
す
。

不安？心配？
大丈夫！

ちょっと助けて！ 1時間でも利用できる

パパママリフレッシュ託児事業拡充

なんでも相談できる身近な存在！

子育てコンシェルジュ事業新

子どもが病気！でも仕事休めない…そんな時に！

病児・病後児保育注目

【実施施設】サンサンランド
　　　　　 あいあいらんど
　　　　　 キッズパーク(民間)
【実 施 日】月～金
【利用時間】午前９時30分～午後４時
【料　　金】250円／時
【対　　象】市内在住６ヵ月～満４

歳の未就園児
【条 件 等】利用は月４回までです。

１回につき４時間まで、
事前登録が必要です。

※詳しくは各施設へお問合せください。

●病児保育
【実施施設】まちのほけんしつ　病児保育室「ぽかぽか」
　　　　　　(平方町321-3／☎６８－３２１６)
【対　　象】おおむね生後６か月～小学校６年生
【症 状 等】風邪や胃腸炎のほか、流行性疾患などで特別な治療

行為の必要がない状態

●病後児保育
【実施施設】ひよこ乳児保育園(小堀町66-1／☎６３－８８９２)
【対　　象】おおむね生後６か月～５歳児
【症 状 等】風邪や胃腸炎のほか、流行性疾患などで症状が安定

している状態

　※事前登録等、詳しくは各施設へお問合せください。

▲私たちがお伺いします。気軽に相談してください！

６月
開始予定

担当地区 担当者名
長浜・六荘・西黒田・神田 田中由美子 中野美也子 石地　沙耶
神照・北郷里・南郷里 奥野　淳子 鷲津眞由美 　
浅井・虎姫・びわ 五坪　裕子 水口　　藍 　
湖北・高月 石﨑　陽子 佐野　智代
木之本・余呉・西浅井 國友登久子 佐野　智代 　

玉
たま

木
き

未
み

来
き

さん
　　志

こ こ な

奈ちゃん(３歳)
通院する時などに利用していま
す。月２回だと足りないこともあ
りましたが、月４回まで利用でき
るようになると、とてもありがた
いです！リフレッシュにも利用で
きますね。保育士さんにみてもら
えるので、安心感もありますし、
おもちゃもたくさんあって、子ど
もも喜んで利用しています。

地区担当保健師
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子育て世代から“選ばれ　るまち”を目指して
市内初！市民とまちがつくる子育てイベント

子育て応援フェスタ事業(今秋開催予定)

子どもの成長を市民全体で支える

小学校給食費補助事業

子どもたちへの魅力ある支援

長浜ならではの人材育成

「つながる」がテーマ
長浜で子育てを楽しむママ・パパ同士は
もちろん、子育てを支える支援者ともつ
ながることができるイベントです。
子育てサークルや団体の活動や、民間事
業者のサービスなど、妊娠中や子育てが
始まったばかりの新米ママ・パパにも
ぴったりな企画を予定しています。
もちろん、子どもたちが楽しめるコー

ナーも！

支援者になりたい人もぜひ！
このイベントでは、子育て支援者も参加
者のひとりです。自分の子育てが一段落
して、支援する側として協力したい人や、
子育て支援を考えている企業や団体もぜ
ひ参加してください。

子どもたちの健やかな身体をつくる給食。市民全員で小学生の成
長を支えようという事業で、小学校の給食費を実質無料化！この
施策は全国の10万人規模の都市では、長浜
市だけです。
長浜のまちを愛する心を育むことにもつな
がり、将来の長浜市を支えていく力となっ
ていくことが期待されます。

理系人材育成事業
長浜バイオ大学と連携して小中学校の授
業で実施する「長浜学びの実験室」では、
学校ではできなかっ
た高度な実験が可
能。大学教員が分か
りやすく科学の楽し
さを伝えます。

ジュニアアスリート育成事業
(公財)長浜文化スポーツ振興事業団やび
わこ成蹊スポーツ大学などと連携し、小
３～５年生を対象に、全国規模で活躍で
きる選手を育成します。

子ども若者文化の創造
京都精華大学や長浜文化芸術ユース会議、
子ども劇場推進会議などと連携して、子
どもたちに地域や学校で美術や音楽、演
劇、人形劇などに触れる機会をつくり、
創造性豊かな人材を育成しています。

永原小学校　木原 邦彦 校長
「『長浜の子どもたちは、みんなで育てよう』という市民の皆さんの
思いに感謝し、美味しくいただきましょう」と子どもたちに伝えて
います。しっかり食べる習慣づくりにもつながっています。

ファミリーサポート
センター

子育てを助けてほしい人、
助けたい人が会員となっ
て、助け合いながら地域で
子育てを支えあう仕組みで
す。

一時預かりサービス
(一時保育)

保護者の仕事や病気などの
理由で家庭での保育ができ
ない場合、認定こども園や
保育所で一時的に保育を行
います。

保育所・幼稚園・認定こども園

小学校

中学校

増加する保育ニーズに対応でき
るよう、保育所整備や保育士人
材の確保を進め拡充します。

そだちっこ広場
子どもの発育発達、歯科や
栄養、遊びのことなど、専
門スタッフが支援。

乳幼児福祉医療費助成
就学前の子どもの医療費を
助成 放課後児童クラブ

仕事などで保護者が昼間にい
ない小学生を預かり、あそび
や生活の場を提供します。

子ども医療費助成
小1から中3の子ども
の入院費を助成

パパママ
リフレッシュ託児事業

ジュニアアスリート
育成事業

理系人材育成事業

乳幼児健診
乳幼児期の病気予防と
早期発見、育児につい
ての相談・支援
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子育て世代から“選ばれ　るまち”を目指して
ママパパ参加型の子育て応援サイト

ながまるキッズ！

一番不安な時期を専門職がサポート

ハッピー子育て事業
子どもの成長を市民全体で支える

多子世帯保育料軽減事業

知りたい情報がたくさん！
イベントカレンダーや子育てに関するＱ＆
Ａ、「他の家庭ではどうしているの？」と
いった疑問も解決する、長浜で子育て中の
人の奮闘記を掲載しています。誕生月のお
子さんを紹介するコーナーもあります。

ママパパ同士や支援者とのつながりも支援
仲間が増えれば子育てがさらに楽しく！ママ
パパが集まるサークルや団体の紹介も行って
います。また、支援者になりたい人、子育て
情報を発信したい人も注目のサイトです。

アプリでさらに楽しく便利に
アプリ版「ながまるキッズ」も現在準備中
です。プッシュ通知などを利用したサービ
スも開始します。

母子手帳の交付時に、市が指定するハッピー子育て事業（助
産師・保健師・理学療法士などの医療専門職が実施するサ
ロン等）に利用できる「ハッピー子育てチケット」をお渡
ししています。
妊娠期から出産後の不安や疑問に答え
る個別育児相談のほか、赤ちゃんと一
緒に楽しむベビーマッサージ、ママの
ためのヨガクラスなど、子育てを楽し
くサポートしてくれるメニューが盛り
だくさん！
ママパパ同士の交流にもつながる素敵
なチケットです。

子どもたちの今後の人生において非常に大切な
幼児教育を、すべての子どもたちが安心して受
けられる環境を創るため、第２子の保育料を半
額、第３子以降は無償としています。
さらに、長浜市では所得や子どもの年齢による
制限を撤廃！
子どもが多い
家庭にも暮ら
しやすいまち
を創ります。

子育て支援センター
未就学の子どもや保護者、
妊婦などを対象に、子育
ての楽しさや大切さを体
験する広場などの開催の
ほか、子育てに関する情
報提供や子育て相談も
行っています。市内に８
か所ある支援センターは、
どこでも利用できます。

新生児聴覚検査補助事業
言語能力やコミュニケーション能力をつけるため
に大切な聴力。県内で初めて検査費用を補助し、
しょうがいの早期発見と早期支援につなげます。

ながまるキッズ
ポータルサイト

ながまるキッズ
Facebook
ページ

子育てしている人が笑顔になれる環境を整え、まちを元気にするために、
長浜の子育て支援は、妊娠期から学齢期まで切れ目なく続きます。

※各サービス等の利用は、要件等をご確認ください。

妊  娠

出  産

母子手帳をお渡しします。心配
ごとは何でも相談してください。

妊婦健診
健診14回分の費用
を助成

出産育児一時金
子ども一人あたり
42万円支給

新生児訪問
保健師や助産師がお
宅訪問。体重測定や
育児相談など

ブックスタート
赤ちゃんの豊かな心とこと
ばを育むため、素敵な絵本
をプレゼントします。

病児・病後児保育

子育て
コンシェルジュ事業

産後ケア
産後不調や育児
不安のあるママ
をサポート

児童手当
中学校卒業まで支給
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６
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

交
付
手
数
料
が
半
額
に
な
り
ま
す

問
市
民
課（
☎
６
５

－

６
５
１
１
）

問
税
務
課（
☎
６
５

－

６
５
０
８
）

み
ん
な
で
C

こ
　
ん
　
せ

O
N
C
E
R
T
O

長
浜
音
楽
祭
２
０
１
７
出
演
団
体
募
集

問
生
涯
学
習
文
化
課（
☎
６
５

－
６
５
５
２
）

長
浜
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
サ
イ
エ
ン
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講
生
募
集

問
生
涯
学
習
文
化
課（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

河
川
愛
護
活
動
に
報
償
金
を

交
付
し
ま
す

問
道
路
河
川
課（
☎
６
５

－

6
5
3
1
）

　

６
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を

利
用
し
た
証
明
書
の
交
付
手
数
料
（
１
通
）
が
３
０
０
円
か
ら

１
５
０
円
と
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
取
得
は
ぜ
ひ
、
よ
り
身
近
で
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
を

利
用
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

○
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し　

・
印
鑑
登
録
証
明
書　

・
所
得
（
課
税
）
証
明
書　

※
６
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
度

（
平
成
28
年
分
所
得
）
の
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
時
間

　

毎
日　

６
時
30
分
〜
23
時

※
た
だ
し
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
停
止

日
は
休
止
し
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

全
国
の
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
K
・

サ
ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

○
利
用
に
あ
た
っ
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
現
在
、
無
料
で
顔
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
課
、
北

部
振
興
局
福
祉
生
活
課
お
よ
び
各
支
所
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

秋
に
開
催
す
る
「
み
ん
な
で
C

こ
　
ん
　
せ

O
N
C
E
R
T
O
長
浜
音
楽

祭
２
０
１
７
」
に
出
演
す
る
湖
北
地
域
の
音
楽
団
体
を
募
集
し

ま
す
。　

　

み
ん
な
で
音
楽
祭
を
つ
く
り
あ
げ
、
音
楽
を
通
じ
て
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

︻
と　
　

き
︼
11
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）

︻
と 

こ 

ろ
︼
長
浜
文
化
芸
術
会
館
（
大
島
町
）

︻
演
奏
時
間
︼ 

合
唱
団
体
：
10
分
間

　
　
　
　
　

  

器
楽
団
体
：
15
分
間

　
　
　
　
　

 

※
い
ず
れ
も
入
退
場
を
含
む
。

︻
対
象
・
条
件
︼
長
浜
市
・
米
原
市
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
ま
た

は
器
楽
の
団
体
を
対
象

と
し
ま
す
。
申
込
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
出
演
団
体
を
決
定

し
ま
す
。
参
加
団
体
は

実
行
委
員
会
組
織
に
入

り
、
協
賛
広
告
集
め
や

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

︻
参 

加 

料
︼
３
０
０
円
／
人

︻
申 

込 

み
︼  

５
月
12
日（
金
）
ま
で
に
、

F
A
X
ま
た
は
直
接
左
記

ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

長
浜
音
楽
祭
実
行
委
員
事
務
局

　

☎
６
３

－

７
４
０
０　

６
３

－

７
４
０
１

　
「
身
の
周
り
か
ら
科
学
を
見
つ
け
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
然
と
触
れ
合
い
、
歴
史
を
紐
解
く
現
地
研
修
か
ら
、
市
内
高

校
で
の
体
験
学
習
、
そ
し
て
大
学
で
の
専
門
的
学
習
を
組
み
合

わ
せ
た
、
学
び
が
広
が
る
全
15
回
の
講
座
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
等
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
期　

間
︼
６
月
24
日
〜
11
月
25
日
の
土
曜
日
全
15
回

︻
対　

象
︼
18
歳
以
上

︻
定　

員
︼
30
人
（
市
内
在
住
在
勤
者
、
新
規
申
込
者
優
先
）

　
　
　
　

  

※
多
数
の
場
合
抽
選

︻
受
講
料
︼
５
，０
０
０
円

　
　
　
　

  

※
講
座
に
よ
り
別
途
徴
収
す
る
場
合
あ
り

︻
申
込
み
︼
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
、
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　
　
　
　
　
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号
を
、
電
話
、
F
A
X
、

　
　
　
　

  

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

長
浜
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
実
行
委
員
会
（
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

　

☎
６
５

－

６
５
５
２　

６
５

－

６
５
７
１

　

*syo
u
b
u
n
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　

一
級
河
川
の
草
刈
・
清
掃
を
実
施
し
た
自
治
会
（
団
体
）
に

対
し
、
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。
実
施
を
予
定
し
て
い
る
自
治

会
（
団
体
）
は
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
期　

限
︼
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
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な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

問
小
谷
城
S
I
C
周
辺
新
産
業
拠
点
整
備
室（
☎
６
５

－

６
５
２
０
）

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
に
ご
注
意
を

問
森
林
整
備
課（
☎
６
５

－
６
５
２
６
）

一
日
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

問
彦
根
年
金
事
務
所 

お
客
様
相
談
室　
　

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

５
月
28
日
（
日
）
は

ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

食
の
第
６
次
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
︵
食し
ょ
く
Pぷ

ろ
r
o
．︶
制
度

　
　
　
　
　

レ
ベ
ル
３
の
資
格
取
得
を
目
指
そ
う
！

　

農
林
水
産
物
の
生
産
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
原
材
料
と
し

た
加
工
食
品
の
製
造
・
販
売
や
観
光
農
園
、
農
業
体
験
の
よ
う

な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
６
次
産
業
と
い

い
、
食
農
ビ
ジ
ネ
ス
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
長
浜
版
・
農

業
創
業
塾
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
や
農
業
分
野
に
お
け
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
人
や
、
食

し
ょ
く
Pぷ
ろ
r
o
．
段
位
認
定
を
目

指
す
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︻
と　
　

き
︼
７
月
〜
翌
年
２
月
（
全
７
回
）

︻
と 

こ 

ろ
︼
市
内
（
市
役
所
、
大
学
施
設
等
）

︻
対　
　

象
︼
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
意
欲
の
あ
る
農
業
者
等

︻
定　
　

員
︼
20
人
程
度
（
市
内
在
住
者
優
先
）

︻
申
込
期
限
︼
５
月
31
日
（
水
）

︻
参 

加 

費
︼
無
料
（
交
通
費
、
食
費
等
は
実
費
）

︻
申 

込 

み
︼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

〒
５
２
６

－

０
８
２
９ 

田
村
町
１
２
８
１

－

８

　
（
一
社
）
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会

　

☎
６
５

－

８
８
０
８　

６
５

－

８
８
５
８

　

５
月
か
ら
７
月
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
が
比
較
的
多
く

な
る
時
期
で
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

︿
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に
﹀

　

登
山
や
山
菜
採
り
で
山
に
入
る
時
は
、
ラ
ジ
オ
、
鈴
、
笛
な

ど
で
人
の
接
近
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け

見
通
し
の
よ
い
明
る
い
場
所
を
選
ん
で
行
動
す
る
と
、
よ
り
安

全
で
す
。

　

山
に
エ
サ
と
な
る
も
の
が
な
い
場
合
、
夜
間
に
人
里
近
く
で

エ
サ
を
求
め
て
行
動
し
ま
す
。
夕
方
か
ら
夜
間
、
早
朝
の
不
要

不
急
の
外
出
、
単
独
行
動
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

︿
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に
﹀

　

人
家
の
ま
わ
り
の
生
ゴ
ミ
の
管
理
を
徹
底
す
る
な
ど
、
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
を
人
里
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

︿
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
﹀

　

人
里
近
く
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
直
ち

に
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
市
役
所
ま
で
、
次
の
事
項
を
通
報

く
だ
さ
い
。

　

・
目
撃
場
所
、
時
間

　

・
移
動
方
向

　

・
頭
数
、
個
体
の
大
き
さ
（
わ
か
る
範
囲
で
）

※
通
報
者
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
尋
ね
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

ク
マ
出
没
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
と　

き
︼
５
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

︻
と
こ
ろ
︼
市
役
所
本
庁
舎　

５
階　

５

－

D
会
議
室

︻
申
込
み
︼
１
週
間
前
ま
で
に
、
左
記
の
予
約
専
用
電
話
で

　
　
　
　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
専
用
電
話

　

彦
根
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
４
９

－

２
３

－

５
４
８
９

　
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

※
予
約
専
用
電
話
で
は
、
予
約
の
み
受
付
し
ま
す
。

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
︵
各
施
設
と
も
︶

　

８
時
30
分
〜
12
時
、

　

13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　

６
月
25
日
（
日
）

広報ながはま　2017年５月7



全13基勢揃い
過去最多！

本
ほ ん

日
び

に７万人の人出

壱
番
山　

諫か

ん

皷こ

山ざ

ん

花
は
な
の
ま
つ
り
な
が
は
ま
じ
ょ
う

祭
長
浜
城 

歌
劇
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
よ
り

長
なぎな た ぐ み

刀組
太刀渡り

弐
番
山　

春か

す

が

ざ

ん

日
山

紅も
み
じ
が
り

葉
狩
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長浜曳山祭

三さ

ん

ば

そ

う

番
叟

四
番
山　

靑せ

い

か

い

ざ

ん

海
山

　

伊い
せ
お
ん
ど
こ
い
の
ね
た
ば

勢
音
頭
恋
寝
刃　

油あ
ぶ
ら
や屋

参
番
山　

月げ
っ
き
ゅ
う
で
ん

宮
殿　
　

　

本ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う
じ
ゅ
っ
し
ゅ
こ
う
の
ば

朝
廿
四
孝
十
種
香
の
場

　

奥お
く
に
わ
き
つ
ね
び
の
ば

庭
狐
火
の
場

４月13日木～４月16日日
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

４月２日(日）
美しく、優雅な舞
　木之本町の意冨布良神社で春季大祭が行われました。
　巫女や稚児に扮した小中学生が供物を神前に供え、優雅な舞
を踊り、厳かな祭礼に華を添えました。
　舞の後は子ども神輿の巡行。男児たちが「わっしょい！わっ
しょい！」と威勢のいい掛け声をかけながら集落内を巡りまし
た。
　沿道から見守る集落内の人々は、笑顔で迎えていました。　

４月４日(火）
曳山の歴史を感じる、最古級の長浜仏壇
　米原市多和田の北川周策さんから寄贈を受け、その受領書伝
達式が曳山博物館でありました。
　寄贈された仏壇は、現存する長浜仏壇では最古級のものにな
ります。中央部は長浜曳山の正面そのもので、長浜仏壇が曳山
になったという歴史がよくわかるものです。
　北川さんは、「全国から来られる人たちに見てもらえれば、
製作に携わった人が喜んでくれると思う」と話しました。

４月３日（月）
世界中がブルーに染まる日
　国連が定める４月２日の「世界自閉症啓発デー」にちなん
で、長浜城がブルーにライトアップされました。
　啓発デーには、世界各地でランドマークや名所旧跡を青色
にライトアップするイベントが行われており、県内では長浜
城のほか、彦根城や瀬田の唐橋なども青く染まりました。
　あいにくの雨模様でしたが多くの人が集まり、自閉症をは
じめとする発達しょうがいについて考える貴重なきっかけと
なりました。

４月９日(日）
英語で話そうお花見パーティー
　豊公園で、英語で交流しながらお花見を楽しむイベントが
開かれました。
　お花見パーティーでの会話はすべて英語で、満開の桜の下
での食事やゲーム、写真撮影を楽しみました。
　市外の参加者からは、「豊公園に来るのは初めてで、きれい
な桜を楽しみながら、英語を学べるいい機会になりました。」
との声が聞かれました。
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

３月19日(日)
若者たちによる芸術の祭典　
　文化芸術活動をする若者を中心に活動している長浜文化芸術
ユース会議「はまかるNEXT」の今年度の集大成となる芸術祭
「NEXT2017～Nagahama e

イ ー エ ッ ク ス シ ア タ ー

x－Theater～」が長浜文化芸術会
館で開催されました。
　「若さって、なんだ！？」をテーマに、地元高校吹奏楽部の
発表、若手アーティストのライブ、はまかるNEXTメンバーに
よるオリジナル舞台などで、会場はおおいに盛り上がりました。

３月26日（日）
合言葉は「Challenge & Creation」　
　平成28年度に策定した「長浜市総合計画」をより多くの市民
に知ってもらうために、臨湖で「まちづくりシンポジウム」を
開催しました。
　シンポジウムでは、長浜で活動する６人をパネリストとした
パネルディスカッションで現在の長浜の動きについて紹介しま
した。
　集まった約140人の参加者はメモを取るなど熱心に聞き入っ
ていました。

３月25日(土)
市民待望のインターチェンジ、いよいよ開通
　長浜市民待望の小谷城スマートインターチェンジが開通
し、記念式典が開催されました。
　開通により、利便性の向上、観光・産業振興、救急・医療
体制の強化、地域間の交流促進などの効果が期待されます。
　式典で挨拶に立った地元小谷連合自治会長は、「この開通
が地域の幸せにつながることを願っています」と、地元の開
通に対する期待の高さを話しました。

３月26日(日）
集団行動からみる、相手を思いやる心の大切さ
　長浜文化芸術会館で、日本体育大学の指導者として有名な
清原伸彦さんを招いて、「清原伸彦氏スポーツ講演会」が開
催されました。
　日本体育大学水球部を21年間無敗に導いた指導者であると
ともに集団行動の指導・研究を行った清原さんは、相手を思
いやる心をもってこそ成立する集団行動の指導理念を熱く語
りました。
　参加者は今の時代だからこそ学びたい思いを感じ取ってい
る様子でした。
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市政の動き
（３月16日～４月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

３月16日（木）
平成28年度第３回長浜市子ども・子育て会議
担当課：子育て支援課 （☎65－6514）

長浜市子ども・子育て支援事業計画の中から、教育・保育サービ
スや地域子ども・子育て支援の事業量、提供量の現況について
説明を受け、質疑応答および意見交換を行いました。

３月17日（金）
長浜市定住自立圏共生ビジョン懇談会
総合戦略懇談会
担当課：総合政策課 （☎65－6505）

定住自立圏構想および市の地方創生の取組経過について、事務
局から説明を受けました。また、第２期共生ビジョンの見直し
および次年度以降の地方創生の取組について、意見交換を行い
ました。

３月21日（火）
第４回長浜市地域福祉計画検討委員会
担当課：社会福祉課（☎65－6536）

長浜市地域福祉計画の改訂に向けて、アンケート調査結果、グ
ループインタビュー結果、ワーキンググループでの協議等を踏
まえて作成された案について説明を受け、質疑応答および意見
交換を行いました。

３月23日（木）
第２回長浜旅館等建築規制審議会
担当課：都市計画課 （☎65－6562）

届出があった建築（増築）予定の旅館等について、長浜市環境保
全のための旅館等建築等規制条例第２条に規定する「特定旅
館」とは認められないことを確認しました。

３月23日（木）
第３回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課：高齢福祉介護課 （☎65－7789）

介護サービス整備検討部会の設置について承認するとともに、
第７期ゴールドプランの策定、第６期ゴールドプランの事業評
価、各種アンケート調査結果について審議および情報交換を行
いました。

３月23日（木）
第３回長浜市地域経営改革会議
担当課：行政経営改革課 （☎65－6702）

第３次行政改革大網アクションプラン評価（見込み）、長浜市公
共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画、官民パートナー
シップ実施計画、「チームでカイゼン」運動および平成29年度
の組織体制について事務局から説明を受け、内容を協議しまし
た。

３月24日（金）
第４回長浜市産業文化交流拠点整備推進会議
担当課：産業文化交流拠点整備室 （☎65－6907）

設計業者から、基本設計の概要と産業支援棟に関する説明を受
けました。また、これまで重ねてきた推進会議の内容について
意見交換を行いました。

３月27日（月）
長浜市みどりの基本計画検討委員会
担当課：都市計画課（☎65－6541）

長浜市みどりの基本計画一部改定（案）について、パブリックコ
メントの実施結果と改正に向けた今後の予定について報告を
受け、意見交換を行いました。

３月28日（火）
第３回長浜市森林ディレクション審議会
担当課：森林整備課 （☎65－6526）

長浜市森づくり計画の変更について、審議しました。また、平成
29年度事業と予算、その他関連事項について、報告および説明
を受けました。

ながはまテレビ　好評放映中！
ながはまテレビでは週末のイベントの様子がご覧になれます。

身近な話題から、新鮮な情報まで長浜のことがもっとよくわかる！

　◆毎週月曜日に更新　◆ 楽しいイベントの様子をお届け

※右のQRコードを読み取り、もしくはYouTube内で

　「ながはまテレビ」で検索してください
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で 広報ながはま をもっとお手軽に！
◆広報紙がスマートフォンやタブレット端末でいつでもどこでも読める
◆広報紙のバックナンバーも読める　◆ 地域のお好み情報をお届け

※QRコードを読み取ってアプリをダウンロードしてください

市立長浜病院職員を募集します

民生委員・児童委員にご相談ください

職　種 業務内容 採用予定人員 受　験　資　格

事務職
（上級）

病院経営事務 ３人程度 平成２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

■第１次試験日　７月８日（土）　■申込受付期限　６月23日（金）　当日消印有効

■試験会場　市立長浜病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウン

ロードすることもできます。

　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「事務職受験申込書

請求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号]（120円切手を貼付して宛先、郵

便番号明記）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
（市立長浜病院事務局総務課内）
〒526-8580　大戌亥町313
☎６８－２３２４（直通）

民生委員制度は本年で創設100周年！
　それぞれの地域には、長きにわたり、支援が必要

な人と関係機関をつなぎ、また、人とひと、人と地

域とを結び、献身的な活動を続けている民生委員・

児童委員の皆さんがいます。

　高齢者やしょうがいのある人への支援が必要なと

き、子育て・介護での心配事や不安など、困ったこ

とがあるときは、一人で悩まず、地域の身近な相談

役の民生委員・児童委員、主任児童委員へお気軽に

ご相談ください。

民生委員・児童委員の活動
　民生委員・児童委員は次のような活動をしています。

○調査と実態把握
　　地域住民の生活状態を、必要に応じて適切に把

握することに努めています。

○相談・援助、情報提供
　　援助を必要とする人が、自立した日常生活を送

れるよう、生活に関する相談に応じ、助言その他

の援助を行います。

　　また、福祉サービスを適切に利用するために必

要な情報の提供を行います。

○関係団体との連携や行政機関への協力
  　社会福祉を目的とする事業者や団体等との連携

を深め、その事業や活動を支援するとともに、行

政機関の業務に協力します。

○地域福祉活動と民生委員児童委員協議会活動
  　地域で暮らす人の福祉の増進を図るための活動

を、必要に応じて行います。また、地区の民生委

員・児童委員で組織する「民生委員児童委員協議

会」で、委員同士の情報交換や連絡調整を図る例

会（月に１回程度）等の活動や、資質の向上を図

るための研修会に参加します。

主任児童委員の活動
　主任児童委員は、民生委員・児童委員の中で児童

福祉に関する事項を専門的に担当する委員で、地区

ごとに選任されています。

　児童福祉に関する機関と担当地区の民生委員・児

童委員との連絡調整や援助および協力を行います。

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
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ユ
ネ
ス
コ
登
録
後
初
の
長
浜
曳
山
祭

　
「
長
浜
曳
山
祭
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
の
祭
り
か

ら
世
界
の
祭
り
と
な
り
、
全
国
や
世
界

に
発
信
し
、
地
域
の
振
興
や
観
光
に
も

生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
長
浜

市
民
の
誇
り
で
あ
り
滋
賀
県
の
宝
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
登
録
後
初
の
長
浜
曳
山
祭

は
、
長
浜
八
幡
宮
の
春
季
大
祭
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
、
４
月
９
日
の
「
線
香
番
」

を
皮
切
り
に
、
14
日
の
「
夕
渡
り
」、
祭

り
の
本ほ

ん

日び

で
あ
る
15
日
は
大
変
な
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
の
始
ま

り
は
長
浜
城
主
の
秀
吉
公
に
由
来
し
、

山
組
の
皆
さ
ん
が
連
綿
と
４
０
０
年
を

越
え
て
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
絢
爛

豪
華
な
山
車
は
「
動
く
美
術
館
」
と
評

さ
れ
、
そ
の
山
車
の
上
で
子
ど
も
た
ち

が
「
歌
舞
伎
役
者
」
と
な
り
、
見
事
な

歌
舞
伎
を
演
じ
る
の
が
こ
の
祭
り
の
真

骨
頂
で
す
。
長
浜
八
幡
宮
の
お
旅
所
を

守
護
す
る
長
刀
山
の
も
と
、
出
番
山
の

４
山
に
加
え
て
、
暇
番
山
の
８
山
勢
揃

い
で
大
き
な
華
を
添
え
て
、
絢
爛
豪
華

な
長
浜
曳
山
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
祭
り
に
は
山
組
の
皆
さ
ん
の

も
と
に
大
勢
の
市
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
や
企
業
、
団

体
の
皆
さ
ん
に
加
え
、
今
年
は
市
職
員

１
０
０
人
が
参
加
し
、
大
応
援
団
が
大

汗
を
か
い
て
、
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
の
力
が
総
結
集
し
た
の
で

す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
か
ら
７
万
人
を
超
え

る
人
た
ち
で
賑
わ
う
中
、
外
国
人
の
方
々

も
目
立
ち
、
国
際
色
豊
か
な
風
景
が
広

が
り
感
激
で
す
。

　

政
府
か
ら
山
本
地
方
創
生
大
臣
や
内

閣
府
、
総
務
省
の
方
々
も
見
学
さ
れ
て
、

感
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
祭
」
は
人
と
人
を
結
び
地
域
を
元
気

に
し
、
栄
え
る
ま
ち
を
創
り
ま
す
。
み

ん
な
の
力
で
未
来
永
劫
、
継
承
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲賑わっている曳山祭

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

 
 

市長
コラム◯82

長浜市福寿大学の受講生を募集します
問長浜市民交流センター（☎６５－３３６６）

　健康、歴史、経済、くらしなどをテーマにした全

７回の講座です。心豊かな生きがいのある人生を送

りませんか。

【ところ】長浜市民交流センター（地福寺町）
【対　象】市内在住・在勤の人  【定員】280人（先着順）
【受講料】2,500円（全７回）

※ 10月18日（水）に参加自由・料金別途の研修旅行を

予定

【申込期間】５月11日（木）～※定員になり次第締切り
　　　　 ９時～16時（水曜日休館）

【申込み】  受講料を添えて長浜市民交流センター窓口
まで。

回 開講日 テ　ー　マ 講　師（敬称略）

１ ６月９日（金） 「私の人生」
元 衆議院議員（10期）

運輸大臣（72代）　古
こ

賀
が

　誠
まこと

　

２ ７月４日（火） 「災害から命を守るには」
NPO法人まちの防災研究会代表

松
まつ

森
もり

　和
かず

人
と

　

３ ７月20日（木）
「井伊直政の生涯と彦根藩」
～大河ドラマ『おんな城主　直虎』に寄せて～

市民協働部　次長
太
おお

田
た

　浩
ひろ

司
し

　

４ ８月８日（火） 「日
にちにちこれこうじつ

々是好日」
～一に掃除　二に笑顔　三四元気に　おかげさま～

大安禅寺　副住職
髙
たか

橋
はし

　玄
げん

峰
ぽう

　

５ ９月８日（金）
「生涯現役を目指す健康術」
～生活習慣病をガツン！と予防～ 

お笑い理学療法士

日
ひなたてい

向亭　葵
あおい

　

６ 10月５日（木）
「元気あふれる講演会」
～笑顔を分かち合う豊かな未来～

mottoひょうご　事務局長
栗
くり

木
き

　剛
つよし

　

７ 11月14日（火）
「夢に向かって落語に生きる」
講演と落語

落語家
露
つゆ

の　都
みやこ

　

※講座時間はいずれも13時30分～15時30分
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院
長
就
任
に
あ
た
り　
　

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
春
、
長
浜

市
立
湖
北
病
院
長
に
就
任
し
ま
し

た
田
中
新
司
で
す
。

　

当
院
の
歴
史
は
旧
く
、
一
昨
年

に
は
県
下
の
自
治
体
病
院
の
中
で

２
番
目
と
な
る
「
創
立
百
周
年
」

を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
北
部
の
病
院
で
あ
り
、
馴
染

み
の
な
い
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
当
院
の
診
療
体

制
等
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

当
院
は
、
土
曜
日
も
診
療
を
行
っ

て
お
り
、
内
科
で
は
消
化
器
、
糖

尿
病
の
ほ
か
様
々
な
疾
患
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
内
視
鏡
検
査
や

Ｍ
Ｒ
検
査
等
の
検
査
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科
で

は
、
排
尿
に
関
す
る
悩
み
の
診
療

や
手
術
、
血
液
透
析
な
ど
、
経
験

豊
富
な
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
担
当

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
小
児
科
、

外
科
、眼
科
、歯
科
口
腔
外
科
な
ど
、

地
域
に
な
い
診
療
体
制
の
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
一
体
と
な
っ
て
医

師
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

と
し
て
、
本
年
１
月
に
は
整
形
外

科
、
４
月
か
ら
は
皮
膚
科
の
常
勤

医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

他
の
医
療
機
関
や
開
業
医
と
の

連
携
に
お
い
て
は
、
診
療
紹
介
に

速
や
か
に
対
応
し
、
大
学
や
市
立

長
浜
病
院
、
長
浜
赤
十
字
病
院
か

ら
は
必
要
な
診
療
科
の
医
師
派
遣

を
受
け
る
な
ど
、
近
隣
病
院
や
診

療
所
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　

当
院
は
、
地
域
で
唯
一
の
有
床

医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
だ
け
で

な
く
、「
初
診
医
」、「
か
か
り
つ
け

医
」
と
し
て
の
機
能
も
担
っ
て
お

り
、
併
設
の
老
人
保
健
施
設
や
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
と
連
携

し
た
在
宅
療
養
ま
で
、
切
れ
目
の

な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
地

域
完
結
型
医
療
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
院
内
に
は
地
域
連
携
室
や
、

市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も

あ
り
、
医
療
や
介
護
の
相
談
窓
口

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは、病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

長
浜
市
立
湖
北
病
院

　

 （
☎
８
２

－

３
３
１
５〈
代
表
〉）

市立病院通信‒◯‒73

市立湖北病院
院長　田

た

中
なか

 新
しん

司
じ

学校活動
紹介

２

に
定
着
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
５
年
生
は
、
学
校
内
の

挨
拶
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
手

作
り
メ
ダ
ル
で
表
彰
す
る

活
動
も
行
い
ま
し
た
。
表

彰
を
受
け
た
児
童
は
全
校

の
挨
拶
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
水
曜
日
の
全
校

下
校
の
前
に
は
、
か
け
合

い
の
挨
拶
練
習
も
行
っ
て

い
ま
す
。「
朝
出
会
っ
た
ら
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
何
か
し
て
も
ら
っ
た
ら
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
迷
惑
か
け
た
ら
」「
ご

め
ん
な
さ
い
」・
・
・
お
辞

儀
を
つ
け
た
大
き
な
あ
い

さ
つ
の
声
が
返
っ
て
き
ま

す
。

　

本
校
が
長
年
大
切
に
取

り
組
ん
で
き
た
三
つ
の

「
あ
」
の
取
組
の
１
つ
で

あ
る
「
あ
い
さ
つ
す
る
七

あ
い
さ
つ
す
る
七
尾
っ
子

　

七
尾
小
学
校
の
自
慢
は

児
童
の
元
気
な
あ
い
さ
つ

で
す
。

　

朝
と
帰
り
に
校
門
、
昇

降
口
、
職
員
室
の
入
り
口

で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
さ
よ
う
な
ら
」
の
元

気
な
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交

い
ま
す
。

　

学
校
で
は
毎
朝
、
各
学

年
が
順
番
に
「
み
ん
な
で

あ
い
さ
つ
」
の
た
す
き
を

か
け
て
、
職
員
室
や
各
学

年
の
教
室
を
元
気
に
あ
い

さ
つ
し
な
が
ら
回
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、

あ
い
さ
つ
に
お
辞
儀
が
加

わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
今

ま
で
の
取
組
に
何
か
１
つ

プ
ラ
ス
し
よ
う
」
と
５
年
生

の
提
案
か
ら
始
ま
り
、
１

年
で
す
っ
か
り
全
校
児
童

尾
っ
子
」
が
児
童
の
中
に

根
付
い
て
い
ま
す
。
あ
い

さ
つ
は
、
地
域
の
方
や
来

校
者
に
対
し
て
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
「
長
浜
子
ど
も
の
ち
か

い
」
を
実
践
に
つ
な
げ
、

子
ど
も
た
ち
は
日
々
成
長

を
続
け
て
い
ま
す
。

▲お辞儀をしてあいさつをする七尾っ子

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子
一、思いやりのある心のやさしい子
一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします
一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします
一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います
一.困っている人がいたら言葉をかけます
一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます
一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします
一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます
一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます
一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

七尾小学校三つの「あ」の取組
・あいさつする七尾っ子
・あたたかな心の七尾っ子
・あきらめない七尾っ子
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▲慶長七年猫口村水帳

▲天正十九年猫口村検地帳

シリーズ○ 

※平成29年４月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、448件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

₇₃

長浜市指定文化財
天正十九年猫口村検地帳　　　２冊
慶長七年猫口村水帳　　　　　２冊

　

検
地
と
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
行
わ
れ
た
耕
地
・
宅
地
の
基
本
調
査
を

い
い
、
そ
の
結
果
を
記
し
た
帳
簿
を
検
地

帳
と
言
い
ま
す
。
近
江
国
の
村
々
で
は
、

豊
臣
秀
吉
が
行
っ
た
太
閤
検
地
以
降
、
江

戸
時
代
を
通
し
て
、
検
地
帳
が
何
度
か
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

検
地
で
は
、
そ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
村

と
村
の
境
界
を
定
め
、
土
地
一
筆
ご
と
に

田
・
畑
・
屋
敷
の
別
と
、
そ
の
所
在
地
（
小

字
）
を
記
し
、等
級
を
つ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

土
地
の
大
き
さ
や
収
穫
高
（
石こ

く

だ

か高
）
を
示
し
、

耕
作
者
を
確
定
し
ま
す
。
畑
や
屋
敷
な
ど
、

実
際
は
米
が
収
穫
さ
れ
な
い
土
地
に
つ
い

て
も
、
米
の
量
に
よ
っ
て
耕
地
の
広

こ
う
き
ょ
う

狭
を

測
る
制
度
は
、
江
戸
時
代
の
経
済
制
度
の

基
本
で
、
石
高
制
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

検
地
の
意
味
は
、
も
ち
ろ
ん
村
々
の
土

地
の
大
き
さ
を
正
確
に
測
量
し
、
そ
の
収

穫
高
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
大
事
な
の
が
、
耕
地

一
筆
一
筆
の
実
際
の
耕
作
者
を
確
定
す
る

こ
と
で
し
た
。
中
世
の
土
地
領
有
の
特
徴

と
し
て
、
一
筆
ご
と
の
耕
地
に
は
領
主
と

耕
作
者
の
間
に
、
小
作
料
を
取
る
地
主
が

存
在
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
小
作

料
を
当
時
「
加か

じ

し

地
子
」
と
呼
び
ま
し
た
が
、

検
地
は
こ
の
小
作
料
を
否
定
し
、
実
際
に

耕
作
し
て
い
る
農
民
は
領
主
の
み
に
年
貢

を
納
め
る
制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。
小
作

料
は
村
に
住
む
地じ

侍
ざ
む
ら
いの
収
入
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
財
源
を
断
ち
切
る
こ
と

で
、
地
侍
に
侍
を
や
め
農
民
と
な
る
か
、

村
を
去
り
城
下
町
に
住
み
、
専
業
武
士
に

な
る
か
を
迫
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
検
地
は
兵
農
分
離
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
長
浜
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
「
天
正
十
九
年
猫ね
こ

口ぐ
ち

村む
ら

検
地
帳
」
２

冊
と
「
慶
長
七
年
猫
口
村
水
帳
」
２
冊
は
、

秀
吉
か
ら
家
康
の
時
代
に
作
ら
れ
た
検
地

帳
で
、
天
正
の
２
冊
は
太
閤
検
地
の
結
果

で
す
。
す
べ
て
の
村
で
太
閤
検
地
が
行
わ

れ
た
は
ず
で
す
が
、
旧
東
浅
井
郡
内
の
天

正
検
地
帳
は
他
に
四
ヶ
村
で
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
回
紹
介
す
る
天
正
の
２
冊

の
内
、
１
冊
は
天
正
19
年
（
１
５
９
１
）

３
月
25
日
付
け
で
、
表
紙
に
「
江
州
浅
井

郡
今
村
内
猫
村
御
検
地
帳
」
と
あ
り
、
現

在
の
湖
北
町
沢
の
検
地
帳
で
す
。
も
う
１

冊
は
同
年
４
月
25
日
付
け
で
、
表
紙
に
「
江

州
浅
井
郡
今
村
之
内
ね
こ
か
（
猫
ヶ
）
口

村
分
御
検
地
帳
」
と
あ
り
、
現
在
の
湖
北

町
猫
口
の
検
地
帳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
の
検
地
帳
も
耕
地
１
筆
ご
と
に

等
級
・
面
積
・
石
高
で
示
さ
れ
た
収
穫
高
・

耕
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は

田
畠
合
計
11
町
３
反
余
り
の
耕
地
、
そ
の

収
穫
高
と
し
て
１
９
８
石
６
斗
１
合
を
、

後
者
は
田
畠
合
計
13
町
５
反
余
り
の
耕
地
、

そ
の
収
穫
高
と
し
て
２
３
７
石
８
升
７
合

を
計
上
し
て
い
ま
す
。「
慶
長
七
年
猫
口
村

水
帳
」
２
冊
は
、
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）

８
月
７
日
付
け
で
２
冊
と
も
同
内
容
で
、

沢
と
猫
口
の
両
村
分
を
１
冊
と
し
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
沢
村
と
猫
口

村
は
一
村
と
し
て
扱
わ
れ
、
太
閤
検
地
時

代
の
よ
う
に
、
両
村
が
分
離
し
た
の
は
明

治
６
年
（
１
８
７
３
）
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
検
地
帳
は
、
秀
吉
時
代
か
ら

江
戸
時
代
の
土
地
制
度
を
知
る
貴
重
な
文

化
財
で
す
。

問

歴
史
遺
産
課

　

 

（
☎
６
５

－

６
５
１
０
）

指定日：昭和55年３月25日
所在地：湖北町猫口自治会
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【と　き】　６月４日（日）　８時～　雨天決行
【ところ】　浅井ふれあいグラウンド（大依町）　浅井文化スポーツ公園内
【出場資格・規定および参加費】　
　■市内に在住・在勤・通学の小学４年生以上の人
　　１人２種目以内の出場（但しリレーは除く）
　　参加費　１人200円
　■市外の小学生４年生以上の人　※オープン参加。表彰の対象にはなりません。
　　１人１種目の出場（但しリレーは除く）
　　参加費　１人300円
【競技種目】　各年代男女別に100m走、リレー、走り幅跳びなど各種目を予定して   
　　　　　　います。
【申込期限】　５月21日（日）
※100mと走幅跳の組合せで、２種目出場することはできません。
※競技種目や参加申込み方法など、詳しくは下記まで。

【と　き】　７月16日（日）　14時開演（13時30分開場）
【ところ】　長浜文化芸術会館（大島町）
【曲　目】　Amazing grace、Jupiter、劇場版「となりのトトロ」ほか

【入場料】　全席自由一般　1,500円（当日券300円増し）
【発売所】　長浜文化芸術会館、長浜市民体育館、長浜サンパレス　ほか

　アート・リーダーバンクとは、文化芸術の分野で、個人の知識・技能・指導できることを登録し、地域の団

体やサークルなどからの依頼に応じて指導者として派遣する登録・紹介制度です。

【対　象】　文化・芸術に関して専門的な知識を有する団体および個人
【申込み】　登録申込書に必要事項を記入し、郵送、FAXまたは直接下記まで。
　　　 　登録申込書は下記にあるほか、ホームページからダウンロードできます。

市民参加型のコンサートです。
身近な音楽家による美しい合唱を、ぜひお楽しみください。

第29回陸上競技大会　参加者募集

▲大会の様子

指揮/北村常男氏

問・申浅井B&G海洋センター　☎74－3355

問・申（公財）長浜文化スポーツ振興事業団（長浜文化芸術会館内）　☎63－7400　FAX63－7401（〒526-0066 大島町37）
http://www.biwa.ne.jp/̃bunspo/

問・申（公財）長浜文化スポーツ振興事業団（長浜文化芸術会館内）　☎63－7400

声楽コンサート夏のハーモニー 〜湖をわたる風にふかれて〜

アート・リーダーバンク登録者募集

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

記事広告

 （公財）長浜文化スポーツ
　　 　振興事業団
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募　　集
◆多文化共生フェスタ実行委員募集！
第１回目のミーティングを行います。
イベントのアイデアを出し合って今年
のフェスタを一緒に作りませんか。
【と　き】５月９日（火）　

19時～20時30分
【ところ】  多文化共生・国際文化交流ハ

ウスGEO（神照町）
【対　象】学生・社会人
【申込み】電話で下記まで。
問・申長浜市民国際交流協会
　　（☎６３－４４００）

◆Englishカフェ参加者募集
【と　き】５月14日（日）　

13時30分～15時30分
５月26日（金）
19時～21時

【ところ】  多文化共生・国際文化交流ハ
ウスGEO（神照町）

【対　象】  英語を話したい人、日本語を
話したい外国人

※英語ネイティブが不参加の場合があります。
【参加費】500円（ケーキ・コーヒー付）
【申込み】前日までに電話で下記まで。
問・申長浜市民国際交流協会　
　　 （☎６３－４４００）

◆英語でコミュニケーション教室
　受講者募集
【と　き】毎月第１、第３木曜日　

19時～20時30分
【ところ】木之本まちづくりセンター
【講　師】米国人講師ほか
【参加費】１回500円

（テキスト代1,000円程度必要）
【申込み】電話で下記まで。
問・申木之本まちづくりセンター
　　 （☎８２－５９１５）

◆全国戦没者追悼式参列者募集
８月15日（火）に日本武道館で開催予定の
全国戦没者追悼式に参列する遺族を募集。
【対　象】  戦没者の配偶者、子、父母、兄

弟姉妹、孫（県内在住の人）で８

月14日（月）～15日（火）の１泊
２日の団体行動ができる人

※原則１柱１回。２回目の参加希望者、
またはしょうがいがあり、介助者の
同行が必要な人は下記まで。

【定　員】50人程度（応募多数の場合は抽選）
【参加費】5,000円程度（介助者自己負担）
【応募方法】  はがきに①郵便番号、住所、

氏名（ふりがな）、生年月日、
性別、戦没者との続柄、電話
番号、②戦没者の氏名（ふりが
な）、戦没時の本籍都道府県名、
陸・海軍の別を記入して下記
まで（５月31日（水）消印有効）

問・申  滋賀県健康福祉政策課援護係
　　（大津市京町）
　　（☎０７７－５２８－３５１４）
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不用品交換情報（４月18日現在）
◆ください（無料）
○中型冷蔵庫○夫婦座布団○ポータブルミシン○衣装ケース○大型冷蔵庫○
一般用自転車○座椅子○２口ガスコンロ○パソコン（メーカーは問わない）○
液晶テレビ（14～19インチ）○電子ピアノ○薄型テレビ○DVDレコーダー○
組み立て式防音ルーム○囲碁セット

◆あげます（無料）
○長机○皿（ランチ用皿・深め皿）○火鉢○やぐらコタツ（座布団４点付）○エ
レクトーン○布団○書棚○下駄箱○物置○書類キャビネット○夫婦座布団○
二槽式洗濯機○マッサージチェア○2口ガスコンロ（プロパンガス）○水槽○
中型冷蔵庫○ハンディマッサージ器
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決定していただきます。
問環境保全課（☎６５－６５１３）

【長浜地域】５月25日（木） 18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】５月26日（金） 18時～20時
湯田まちづくりセンター（内保町）

【びわ地域】５月26日（金） 19時30分～21時
びわまちづくりセンター（難波町）

【虎姫地域】５月26日（金） 18時～20時
虎姫まちづくりセンター（田町）

【湖北地域】５月18日（木） 18時～20時
湖北まちづくりセンター（湖北町速水）

【高月地域】５月10日（水） 13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】 ５月18日（木） 15時～17時
木之本まちづくりセンター（北部振興局内）

【余呉地域】５月27日（土） 10時～12時
余呉山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】 ５月17日（水） 17時～19時
西浅井まちづくりセンター（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」
で検索またはＱＲコード

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

長浜米原休日急患診療所
５・６月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ５月３日、４日、５日、７日、
14日、21日、28日

　　　 　 ６月４日、11日、18日、25日、
【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。
※ 受診時は健康保険証・お薬手帳・母子健
康手帳（乳幼児の場合）をお忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお立ち寄りください。
【と　き】５月12日(金) 13時30分～14時
【ところ】北部振興局(木之本町木之本)
問湖北介護・福祉人材センター
　（☎６４－５１２５）

５月の税・料
固定資産税・都市計画税　　１期
軽自動車税　　　　　　　　全期

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　５月11日（木） 10時～14時
　　　　 ５月20日（土） 12時～16時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）



有料広告欄

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

催　　し
◆第33回賤ヶ岳まつり
【と　き】５月14日（日） ９時30分～15時
【ところ】  賤ヶ岳リフト駐車場　　　　

（木之本町大音）
【内　容】  ステージイベント、模擬店、

戦国茶コーナー、スタンプラ
リー、賤ヶ岳合戦史談会、餅
まき・大抽選会

問賤ヶ岳まつり実行委員会
　（☎８２－５９０９）

◆講演会「井伊家と徳川家康の交友　
　　　　　　ー家康の生きた時代ー」
【と　き】５月14日（日）
 13時45分～15時15分
【ところ】浅井図書館（大依町）
【講　師】  堀江登

と し み

志実 氏　　　　　　　
　（岡崎市美術博物館副館長）

【受講料】一般500円
 あざい歴史の会会員は無料
※ 申込不要
問浅井歴史民俗資料館
　（☎７４－０１０１）

◆第１回子育て支援講習会
【と　き】５月20日（土）
 10時～11時30分
【ところ】長浜赤十字病院（宮前町）
【内　容】  子どもに起きやすい事故の予

防と手当て
【講　師】赤十字幼児安全法指導員
【対　象】  乳幼児を育児中の両親および

家族
【定　員】50人程度
【申込み】５月12日（金）までに下記まで。
※ 託児あり（要申込）
問・申長浜赤十字病院　社会課
　　（☎６３－２１１１）

◆山本山登山観察会 
山本山に登って自然観察をします。標
高324mの低山ハイキングです。
【と　き】５月21日（日）
 ９時30分～14時30分

【参加費】大人200円
 市内小中学生無料
【持ち物】弁当、水筒、雨具、運動靴
※ 申込不要
問湖北野鳥センター（☎７９－１２８９）

◆ピュアブラス第４回定期演奏会 
長浜市・米原市でのイベントなどを中
心に、地域に根付いた演奏活動をして
いる吹奏楽団「ピュアブラス」の定期
演奏会です。 
【と　き】５月21日（日）
 13時30分開場、14時開演 
【ところ】ルッチプラザ（米原市長岡）
【曲   目】  ウィークエンド・イン・

ニューヨーク/「もののけ姫」
セレクション/歌劇「トゥーラ
ンドット」セレクション ほか

※申込不要、入場無料
問ピュアブラス　伊藤
　（☎０９０－８６５４－９８１８）

◆親と子のスポーツ大会
親子で楽しく汗をながしませんか？
【と　き】７月２日（日）
 10時～15時予定
【ところ】布引スポーツ公園体育館
 （東近江市芝原町）
【参加費】不要
【持ち物】  運動できる服装・靴、水筒　

タオルなど
【申込み】電話で下記まで。
問・申母子福祉のぞみ会
　　（☎８８－０２３７）

講座・教室
◆滋賀文教短期大学　大学開放講座
大学の特色ある内容を地域に開放する
講座です。
①白居易の諷喩詩について～新楽府50首から～
【と　き】  ５月18日（木）～７月６日（木）

の毎週木曜日　14時～16時
②滋賀の児童文学１～巖谷小波の世界～
【と　き】６月12日（月）・26日（月）
 10時～12時

③ ボランティア養成講座　健康につい
て考えよう

【と　き】６月28日（水）
 13時30分～15時30分
【申込み】FAXかハガキで下記まで。
※詳細は大学ホームページに掲載しています。
問・申滋賀文教短期大学（田村町335）
　　（☎６３－５８１５／ ６５－１９２１）

◆弓道スポーツ教室
弓道をやってみたい社会人のみなさん、
気軽にご参加ください。
【と　き】  ５月23日（火）～６月20日（火）

の毎週火・土曜日
 19時30分～21時
【ところ】長浜市民弓道場（宮前町）
【対　象】一般・大学生以上
【受講料】5,000円（全９回分）
【申込み】電話で下記まで。
○弓道無料体験教室もあります。
【と　き】５月21日（日）
 13時30分～16時
【申込み】電話で下記まで。
※申込方法など詳しくは下記まで。
問・申長浜市民弓道場 担当：金子
　　（☎０９０－３８６５－８７５１）

◆第31回一日回峰行
歴史と新緑の季節を小谷城山麗で体感
してください。
【と　き】５月20日（土） ９時～
※悪天候時は28日（日）に延期
【集合場所】五先賢の館（北野町）
【対　象】小学生以上
 （３年生以下は保護者同伴）
【定　員】70人
【内　容】  下山後、講演会「相応和尚と

千日回峰行」（講師:西原雄
たけ ひ ろ

大
学芸員）、お茶会（遠州流茶道
浅井支部）

【参加費】500円（小・中学生無料）
【申込み】  電話、FAXまたはメールで下

記まで。
問・申五先賢の館
　　（☎７４－０５６０／ ７４－０９１０）
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まちの
人口

平成29年４月１日現在 人口 119,748人　　男 58,578人　　女 61,170人　　世帯数 45,096世帯

平成29年３月中の異動 転入 535人　　転出 695人　　出生 71人　　死亡 122人　　婚姻 57件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所：Nanao Pottery

作陶家
なな　　お　　　　　 よし　 ひろ

七尾　佳洋さん（木之本町木之本）
うた子さん

まわりのみんなに、ニコニコ笑顔を

ふりまいてくれる陽葵。これからも、

みんなの元気の素になってください。

よく食べ、よく遊び、よく笑い、

毎日たくさんの幸せをありがとう♡

これからもすくすく育ってね！！
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　七尾さん夫妻はともに作陶家。改修し
た町家に窯を構え、それぞれが特徴ある
作品を生み出し続けています。二人の作
品の魅力は、そこに毎日の「暮らし」が
あること。美術工芸品としてではなく、
人の暮らしに馴染むことで、「器が育って
いく」と七尾さんは話します。
　二人は若くして作陶家に師事。お互いの
師匠が親友だったことがきっかけで出会
い、移住して結婚。20年間北海道で作陶に
励みます。「情報が全く入らないほど田舎
だったからこそ、ぶれずに自分のスタイル
が創れた」と佳洋さんは振り返ります。
　厳しい寒さの中での暮らしの大変さや、
今後の活動の利便性も考えて移住を決め
た二人は、親戚の縁もあって長浜で家を

探すことに。うた子さんは「この家を見て、
急にイマジネーションが沸きました」、佳
洋さんは「街並みもいいし、子どもたち
にもいい環境」とすぐに気に入り、一昨
年秋、木之本に移住しました。
　活発なうた子さんと温厚な佳洋さんは
すぐに地域に溶け込み、次々と人が訪ね
てくるように。作品展などのイベントを
催したいと思っていた七尾さんに、様々
な協力が集まります。「『多くの人が得意分
野を活かせるイベントを作れば、みんな
が人を連れてきてくれる』など、いろん
な知恵をもらっています」と、うた子さ
んは地域の支えに感謝します。人が人を
呼び、郷土料理が得意な人や本を愛する
人、音楽好きや写真家など地元の人が集

まり、七尾さん宅はいつしか文化や芸術
が交流する場所に。郷土料理や酒とのコ
ラボイベント、映画の上映会を開くなど、
地域を巻き込んだ活動は拡がりを見せ、
「木之本に来てから、やる気が衰えること
がないんです」とうた子さんは目を輝か
せます。
　地域に馴染みながらも、アーティスト
として自らの感性を大切にする二人。「目
に見えないが、木之本での暮らしは作品
にもおのずと現れるはず」と佳洋さん。
うた子さんは「常に未完成な自分、発展
途上でいたい」と語ります。
　人と人をつなげ、地域に刺激を与え続
ける二人の活動から、今後も目を離せま
せん。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。

人をつなぎ、
　文化芸術が交わる場所
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